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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月6日(2017.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のインク面を有する固定インクジェットプリントヘッドから印刷する方法であって
、当該方法は、
　媒体供給方向に前記プリントヘッドを通過するように印刷媒体を供給するステップであ
って、前記媒体供給方向は、前記プリントヘッドの相対的な上流及び下流を規定する、ス
テップと、
　画像データによって規定される画像を印刷媒体上に印刷するステップと、
　前記プリントヘッドの各インク面から前記印刷媒体上にキープウェットパターンを印刷
するステップであって、前記キープウェットパターンは、前記プリントヘッドの各ノズル
の水和を維持するのに十分な周波数で印刷される複数のドットによって規定される、ステ
ップと、を含み、
　第１インク面からの第１キープウェットパターンは、第２インク面からの第２キープウ
ェットパターンよりも高い周波数で印刷され、前記第１インク面は前記プリントヘッド内
で最も上流にある、方法。
【請求項２】
　各インク面は１以上のノズル行を含み、１つのインク面内の各ノズル行には同一のイン
クが供給される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記プリントヘッドの各ノズルは、前記画像を印刷すること、又は、前記キープウェッ
トパターンを印刷することのいずれかによって、各印刷ジョブ中に０．５Ｈｚよりも高い
周波数で放出する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記キープウェットパターンは、裸眼の人間の目には実質的に見えないドットの疑似ラ
ンダムパターンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　前記プリントヘッドは、前記第１及び第２インク面の間に位置決めされた第３インク面
を備え、前記第３インク面は第３キープウェットパターンを印刷する、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　前記第２キープウェットパターンは、前記第１キープウェットパターンよりも低い周波
数で印刷される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第３キープウェットパターンは、前記第１及び第２キープウェットパターンよりも
低い周波数で印刷される、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記プリントヘッドはモノクロプリントヘッドである、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記プリントヘッドは多色プリントヘッドである、請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１インク面は黄色インクを排出する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第３インク面は黒色インクを排出する、請求項９に記載の方法。
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